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This report has two purposes. The first is to brief summaries of the coursework of “Theory of 
Guidance and Counselling for Student” and of “Theory of Special and Extracurricular Activities.” 
The second is to discuss the meaning and the future issues of the coursework from a viewpoint of 
educational methodology and curriculum study. 
  The results of this report are following. It revealed that the meaning of the coursework was 
incorporating various activities into curriculum enabled students to imagine particular situations of 
real-life “guidance and counselling for student” and “special and extracurricular activities.” And it 
also showed that the future issues of the coursework were following points; (1)giving opportunities 
for both students who are aspiring high school or junior high school teacher and who are would-be 
nurse teacher(Yogo teacher) to learn collaboratively, (2)ensuring an organic linkage between things 
that students learn in “Theory of Guidance and Counselling for Student” or “Theory of Special and 
Extracurricular Activities” and in “Teaching Practice” or “Educational Practice Seminar” by 


























 岩手県立大学教職課程では、平成 28 年度より、学校現場での教職経験のある教員を招
き、この高度な実践性と長期的な視野を持った指導を要求される、両科目の専任の担当者





以上を踏まえて、本報告の構成は次の通りとする。まず、第 2 節では、平成 28 年度後
期に全学部 2 年生を対象として実施した「生徒指導論」の授業報告を行う。次いで、第 3 節
では、平成 28 年度前期に看護・総合政策学部の学生は 3 年生、ソフトウェア情報学部の
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 本節では、「特別活動論」（標準履修年次：看護・総合政策学部 3 年次前期、ソフトウェ
























































































































































































































































































































































































































 本報告の作成にあたり、次の分担で作業を行った。まず、第 2 節及び第 3 節の授業報告については和山
が草稿を作成し、畠山が全体の監修を行った。また、はじめに及び第 4 節、おわりには、畠山が草稿を作
成し、和山が監修を行った。 















02) 文部科学省『生徒指導提要』教育図書、2011 年。 





























08) 本学教職課程の構成については、本学 HP の該当箇所を参照のこと（URL: http://www.iwate-pu.ac. 
  jp/living/gslife/study/qualify.html）。なお、社会福祉学部の高等学校教諭一種免許状については、平
成 28 年度をもって閉鎖した（平成 28 年度後期段階で、4 年生のみ在籍）。また、大学院に設置されて
いる教職課程については、論述の上で必要性がないので省略した。 
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導者の一人である D. ショーンは、この「省察」概念を、行為の中で（in action）行われるものと、
行為について事後的に振り返って（on action）行われるものの 2 つに区分している（Donald A. Schön 






15) 「教職実践演習」の位置づけについては、平成 20 年に出された「課程認定委員会決定」等を参照のこ
と（文部科学省『《平成 30 年度開設用》 教職課程認定申請の手引き―解説書 別冊』公益財団法人 文
教協会、2017 年、239-243 頁）。なお、これまで筆者が教職実践演習で取り組んできた教育実践につ
いては、次の論文で論じた。畠山大・西田直樹「保育・教職実践演習（幼）」の実践的研究―作新学院
大学女子短期大学部の 3 年間の取り組みに基づいて―」『作新学院大学・作新学院大学女子短期大学部 
教職実践センター研究紀要』第 1 号、3-10 頁。 











大学女子短期大学部 教職実践センター研究紀要』第 3 号、52-61 頁。 
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